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化石としてみつかった

部分 立川層から見つかった恐竜の歯の化石

立川層由来の泥岩の転石に入っていました。上半部は欠けていて歯の縁の小閣は確認できませんが，イグ

アノドン科の恐竜の歯に特徴的な上下方向の数筋の隆起が認められます。保存されている歯の長さ1.5cm。

べていたようです。

古典的なイクアノドンの復元図� 

(世界の博物館9ーヨーロ ッパ自然

史惇物館，講談社よ り)� 

(世帯数)2，046戸 (人口)男� 3，581人女�  3，882人計�  7，463人� (平成6年6月30日現在)

(出生)男� 1女2 計3 死亡)男3 女3 計6 転入)男5女5言十10 転出)男6 女 計17

広報かつうら� 8月号第290号平成6年8月1自発行編集と発行勝浦町総務課� TEし� (08854)2-2511 (代)FAX2-3028
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四国ではじめての恐竜の化石発見ジュラシックタウン　かつうら

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



四
国
か
ら
初
め
て
の


、

概

要

恐
竜
比
石
の
発
見


部 -か -

こ
の
度
、
徳
島
県
勝
浦
町
に
分
布

す
る
下
部
白
亜
系
(
立
川
層
)
か
ら
、

恐
竜
の
歯
の
化
石
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
徳
島
県
立
博
物
館
(
館
長

・
亀

井
節
夫
)
で
は
こ
の
化
石
を
検
討
し

た
結
果
、
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
科
の
恐
竜

の
歯
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
採
集
者
等
の
好
意
に
よ
り

こ
の
標
本
の
寄
贈
を
う
け
、
今
後
の

保
存
と
調
査
研
究
を
託
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
七
八
年
に
岩
手
県
岩
泉
町
茂

師
の
宮
古
層
群
(
白
亜
紀
前
期
)
か

ら
日
本
で
初
め
て
の
恐
竜
化
石
が
発

見
さ
れ
て
以
来
、
日
本
各
地
の
白
亜

系
か
ら
恐
竜
の
歯
や
骨
の
化
石
が
相

次
い
で
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
勝
浦
盆
地
の
立
川
層
か
ら
も
、

そ
の
堆
積
相
か
ら
み
て
恐
竜
の
化
石

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
つ
い
に
第

一

号
が
発
見
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ

は
、
四
国
か
ら
発
見
さ
れ
た
初
め
て

の
恐
竜
の
化
石
で
す
。

博
物
館
で
は
、
八
月
三
十

一
日
ま

で
こ
の
標
本
を
特
別
公
開
し
て
い
ま

す
。二

、
化
石
発
見
と

博
物
館
へ
の
寄
贈
の
経
緯

本
年
四
月
十
日
、
高
知
大
学
理
学

地
質
学
教
室
の
学
生 

(菊
池
直
樹

君
等
)
が
田
代
正
之
教
授
の
指
導
で

立
川
層
の
貝
化
石
を
調
査
中
に
、
恐

竜
の
歯
と
思
わ
れ
る
化
石
を
発
見
し

た
。六

月
半
ば
、
博
物
館
に
田
代
教
授

ら
恐
竜
化
石
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
が

も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
標
本
を

博
物
館
に
寄
贈
す
る
の
で
今
後
の
保

管
と
調
査
研
究
を
お
願
い
し
た
い
旨

の
申
し
出
を
受
け
た
。

・
博
物
館
で
は
、
さ
っ
そ
く
亀
井
館

長
と
両
角
自
然
課
長
が
高
知
大
学
を

訪
れ
、
こ
の
標
本
の
寄
贈
を
受
け
、

そ
し
て
、
標
本
を
検
討
し
た
結
果
、

化
石
が
ア
グ
ア
ノ
ド
ン
科
の
恐
竜
の

歯
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

三
、
立
川
層
か
ら
の

恐
竜
化
石
産
出
の
意
義

勝
浦
町
流
域
の
勝
浦
町
か
ら
上
勝

町
に
か
け
て
分
布
す
る
下
部
白
亜
系

(
領
石
層
群
及
び
物
部
川
層
群
相
当

層
)
は
、
下
位
か
ら
立
川
層 

(非
海

成 
)、
羽
ノ
浦
層
(
海
成
)、
傍
示
層 

(非
海
成

1
海
成
)
及
び
藤
川
層 
(海

成 
)
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
植
物
化
石
や
二
枚
貝

・
ア
ン
モ

ナ
イ
ト
な
ど
の
化
石
を
産
出
す
る
こ

と
で
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

m

O
O 

い
て

つ


回

リ
ゴ
ニ
オ
イ
デ
ス
(
叶 

。
三 

コ
2
巴印 

)

と
い
う
淡
水
生

Z
Z

Z
m

o
E
2 

最
下
位
の
立
川
層
は
厚
さ
約
五

で
、
磯
岩

・
砂
岩
を
主
体
と
し
泥


岩
を
は
さ
む
地
層
で
す
。
泥
岩
に
は


ニ
ル
ソ
ニ
ア

(ソ
テ
ツ
類 
)
や
オ
ニ


キ
オ
プ
シ

ス
・
ク
ラ
ド
フ
レ
ピ

ス
(
シ


ダ
類 
)
な
ど
の
植
物
化
石
が
豊
富
に


含
ま
れ
る
ほ
か
、

プ
ロ
ト
シ
プ
リ
ナ
 

(
シ
ジ
ミ
類 
)
な
ど
の
汽
水
生
貝
化


石
も
産
出
・
し
、
淡
水 
1
汽
水
の
環
境

に
堆
積
し
た
地
層
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

報
告
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う

二
枚
貝
化
石
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
貝
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
も
と

も
と
は
北
陸
地
方
の
手
取
層
群
か
ら

に
、
立
川
層
の
化
石
動
物
群
に
は
手

今
回
立
川
層
か
ら
見
つ
か

っ
た
恐

竜
の
歯
の
化
石
は
、
四
国
で
は
初
め

て
の
恐
竜
化
石
で
あ
り
、
西
南
日
本

外
帯
(
中
央
構
造
線
よ
り
南
側
の
地

帯 
)
で
は
群
馬
県
中
里
村
の
瀬
林
層

に
次
い
で
二
例
目
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
科
の
恐
竜
の
化

石
と
し
て
は
、
福
井
県
勝
山
市

・
福

井
県
和
泉
村

・
岐
阜
県
荘
川
村 

(
い

ず
れ
も
手
取
層
群
)
に
次
ぐ
発
見
と

な
り
ま
す
。
今
回
の
発
見
は
、
当
時

西
南
日
本
の
外
帯
に
も
恐
竜
が
生
息

す
る
よ
う
な
陸
地
が
広
が

っ
て
い
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
今
後
さ
ら
に

資
料
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、

立
川
層
か
ら
は
最
近
、
ト

取
層
群
の
も
の
と
共
通
の
要
素
が
か

な
り
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
恐
竜
化
石
の
発
見

は
、
他
の
貝
類
等
の
化
石
と
あ
わ
せ
、

当
時
の
日
本
列
島
の
古
地
理
を
考
え

る
上
で
貴
重
な
材
料
を
提
供
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

イグアノドンの� l種の

上-不顎の歯

左上の歯の図とも，� 

D. B. Weishampelほか編(1990)， 

The Dinosauria(Univ. California 

Press)よりとる。
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〈参
考
〉

-
岐
阜
県
白
川
村

・
こ
れ
ま
で
に
見
つ
か
っ
た
日
本
の
恐
竜
化
石

・
北
海
道
小
平
町
蝦
夷
層
群
(
白
亜
紀
後
期
)

ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
の
腔
骨

・
大
腿
骨

・
岩
手
県
岩
泉
町
茂
師
宮
古
層
群
(
白
亜
紀
前
期
)

デ
ィ
プ
一ロ
ド
ク
ス
科
の
上
腕
骨

-
福
島
県
広
野
町
折
木
双
葉
層
群
(
白
亜
紀
後
期
)

ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
の
歯

・
頚
椎
、

チ
ラ
ノ
サ

ウ
ル
ス
科
の
腔
骨

-
福
島
県
い
わ
き
市
小
久
双
葉
層
群
(
白
亜
紀
後
期
)

デ
ィ
プ
ロ
ド
ク
ス
科
の
歯 

-

-
群
馬
県
中
里
村
瀬
林
瀬
林
層
(
白
亜
紀
前
期
)

ガ
リ
ミ
ム
ス
属
の
脊
骨
、
足
跡

手
取
層
群
(
白
亜
紀
前
期
)

足
跡

・
岐
阜
県
荘
川
村
手
取
層
群
(
白
亜
紀
前
期
)

ヒ
プ
シ
ロ
ホ
ド
ン
科
の
歯
、
ド
ロ
マ
エ
オ
サ
ウ
ル
ス

科
川
の
歯
、
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
科
的
の
歯
、
卵
の
断
片

・
富
山
県
大
山
町

手
取
層
群
(
白
亜
紀
前
期
)

足
跡

・
石
川
県
白
峰
町
桑
島
手
取
層
群
(
白
亜
紀
前
期
)

メ
ガ
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
の
歯
、
デ
ィ
プ
ロ
ド
ク
ス

科
の
歯
、
鳥
脚
亜
日
の
歯
、
足
跡
な
ど

福
井
県
勝
山
市
北
谷
町
手
取
層
群
(
白
亜
紀
前
期
)

イ
グ
ア
ノ
ド
ン
科
の
歯
・上
顎
骨
・歯
骨
・そ
の
他
多

数
の
骨
、
ア
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
の
歯
・尺
骨
・
尾
骨
、
カ

マ
ラ
サ
ウ
ル
ス
科
の
歯
、
ド
ロ
マ
エ
オ
サ
ウ
ル
ス
科
の

歯
、
メ
ガ
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
の
歯
、
プ
ロ
ト
ケ
ラ
ト
プ
ス

科
の
歯
、
プ
シ 

タ
コ
サ
ウ
ル
ス
科
の
大
腿
骨
・

ヒ
プ
シ
ロ
フ
ォ
ド
ン
科
の
大
腿
骨
、
そ
の
他

・
福
井
県
和
泉
村
手
取
層
群
(
白
亜
紀
前
期
)

足
跡
(
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
科
?
) 

-
福
岡
県
呂
田
町
千
石
峡
関
門
層
群 
(白
亜
紀
前
期 
)

メ
ガ
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
の
歯

-
福
岡
県
北
九
州
市
関
門
層
群
(白


  

小
型
肉
食
恐
竜
の
歯


・
熊
本
県
御
船
町
上
梅
木
御
船
層
群
(白
亜
紀
後
期 
)

メ
ガ
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
の
歯

・
大
腿
骨

・
ひ
骨
・

腔
骨

・
ほ
か
、
ケ
ラ
ト
プ
ス
類
の
歯

白
亜
紀

鳥
脚
亜
日

ジ
ュ
ラ
紀

恐竜類の進化

畳
紀

コルパート� (1978)，新版脊椎動物の

進化・上巻，築地書館より

-
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
の
な
か
ま

(イ
グ
ア
ノ
ド
ン
科

日
関
口
白
コ
。門
目
。
コ
三
仏
同
市
)

鳥
盤
目
鳥
脚
亜
目
に
属
す
る
恐
竜

の
な
か
ま
。
白
亜
紀
に
す
ん
で
い
た

中

1
大
型
で
草
食
の
恐
竜
で
、
イ
グ

ア
ノ
ド
ン
、
プ
ロ
パ
ク
ト
ロ
サ
ウ
ル

ス
、
オ
ウ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
な
ど
十
以

上
の
属
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
な
か
ま
の
代
表
で
あ
る
イ
グ

ア
ノ
ド
ン
は
、
白
亜
紀
前
期
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
北
ア
メ
リ
カ
、
北
ア
フ
リ

カ
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
広
い
地
域
に
わ

た
っ
て
す
ん
で
い
ま
し
た
。
体
長
は

五

1
九
メ
ー
ト
ル
、
体
重
は
五
ト
ン

く
ら
い
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
主
に
二
本
足
で
歩
い
た
が
、

と
き
に
は
四
足
で
歩
く
こ
と
も
あ

っ

た
ら
し
く
、
前
肢
の
親
指
の
先
に
は

骨
質
の
と
げ
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

顎
に
は
多
数
の
へ
ら
状
の
歯
が
、
鋸

の
歯
の
よ
う
に
密
生
し
て
生
え
て
お

り
、
木
の
葉
や
か
た
い
植
物
を
食
べ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
歯
が
南
米
に
す

ん
で
い
る
イ
グ
ア
ナ
の
歯
に
似
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ベ
ル
ギ
ー
の
王
立
自
然
史
博
物
館

に
展
示
さ
れ
て
い
る
十
数
体
の
イ
グ

ア
ノ
ド
ン
の
群
の
全
身
骨
格
は
、
と

く
に
有
名
で
す
。

震近のイグアノドンの復元図
 

(1984と1985修正のグレ ゴリー ・ポー ルの復元図)
 

(NatUl"
al History Museum of Los A ngeles County， 


Dinosaurs Past and PI"eSentより)


腔
骨
、

E
紀
前
期 
)
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回
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....展示されたひな人形 

固
か
ら
親
書
の
返
礼
届
く
グ


ひ
な
人
形
、

ミ
ネ
ソ
タ
州
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
に
贈
ら
れ
る

ア
メ

リ
カ
合
衆
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
四
回
ア
メ
リ

カ
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ィ

ー
ク
に
、
ひ
な
人
形
に
添
え
た
川
口
町
長
の
親
書
に
対

す
る
返
礼
が
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
「
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

・
オ
ー
プ
ン

・
ス
ク
ー

ル
」
ト
�
 
l
マ
ス	

・
�
 ・
シ
ェ
フ
ァ
�
 校
長
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

W

l

こ
の
返
札
の
手
紙
を
原
文
の
ま
ま
ご
紹
介
し
ま
す。

(与川内)

徳
島
市
で
行
わ
れ
た
平
成
六
年
度

徳
島
県
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連

合
会
総
会
に
お
い
て
、
勝
浦
町
選
挙
�
 

管
理
委
員
の
市
川
晴

一
郎
さ
ん
(
与

川
内
)
が
、
「
多
年
に
わ
た
り
困
難
な

選
挙
の
管
理
執
行
と
明
る
く
正
し
い

選
挙
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
」

に
よ
り
、
同
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

市
川
さ
ん
は
、
昭
和
六
十

一
年
四

一一一 …日 ……w一一

r....ふるさと探訪」に参加した井戸端塾の皆さん	

月
三
日
に
勝
浦
町
選
挙
管
理
委
員
に
�
 …

就
任
さ
れ
て
以
来
、
精
力
的
に
そ
の

内

職
務
を
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
深
く
感

一

全
国
ふ
る
さ
と
。
つ
く
り
賞
の
徳
島
県

選
賞
会
が
開
催
さ
れ
、
集
団
の
部
で

勝
浦
町
地
域
づ
く
り
井
戸
端
塾
実
行

委
員
会

(殿
川
武
男
実
行
委
員
長
、

会
員
二
十
六
名
)
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

井
戸
端
塾
は
平
成
三
年
度
に
結
成

さ
れ
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
勝
浦
」
を
目
標

と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

「
ふ
る
さ
と
探
訪

・
再
発
見
」
、
「
ビ

ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
、

「
み
か
ん
祭
り
」

及
、
び
「
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
開

催
」
の
文
化
活
動

・
人
材
育
成
な
ど

の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全

国
選
賞
会
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

謝

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
表

山

彰
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
一

つ
く
り
最
優
秀
賞
に

m

勝
浦
町
『
井
戸
端
塾
』

ふ
る
さ
と
 

出
E

同
刊w

V

まつ
か
，

“

uみクビツ

、 hJ u
 

て

・
�
 

1
υ
 

・"川

六
月
十
四
日
、
「
あ
し
た
の
日
本
を

創
る
会
」
主
催
に
よ
る
平
成
六
年
度
�
 

and the other 巴，� D r.Tomie 1no，from the Mariya-kan Children's Academy. The principal

目
民塾で

�
 川

端

山

一戸井
�
 

と
結
ぶ
勝
浦
づ
く
り
」
を
目
指
す
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
共
に
活
動

で
き
る
会
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈連
絡
先
〉
井
戸
端
塾
事
務
局

電
話
(
二

二

五

一
一
)

井
戸
端
塾
で
は
、
今
後
も
「
地
球

徳島県市町村選挙管理委員会

連合会選挙表彰受賞

市川晴一郎さん

v

'G

¥、ぜ

d、、� 

囚

a
 v
 

June 1，1994 


Dear Mayor Koichi Kawaguchi， 


Thank you for your letter. We were very pleased to receive the grollp of students and teachers 

members gave a memorable display of the art of Shodo for our students to enjoy. The 

hundred y回� rold Hina Matsuri dolls you sent us will be displayed in a showcase for all the 

students at our school to enjoy. This gift was most generous and greatly appreciated. 

Cross-cu1tural contacts are a hallmark of Andersen Open School. Your office，1am sure，was 
instrumental in permitting this exchange to occur. 

Again，on behalf of the entire 
Andersen School community， 

thank you for the most wond巴rful 

gifts and exhibition. 

Sincerew.! / 1 ー  11/ 

--./I///1ι/ア--..，(シγ// 
‘	 I r JA / i /JI / / ー� 

Thomas W. Shaffer 

Principal，Andersen Open School 
a親書の返礼を受けとる川口町長� 

MUS04
テキストボックス
アメリカ合衆国から新書の返礼届く

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



「地織峨蹴首会「 町職員採用統一試験
岡[j- - 次のとおり職員採用試験を実施しますので，希望の

方は，申し込み用紙を町役場総務課ヘ請求のうえ，提
講習科目 ワープロ(3級) パソコン実務

講習日  9 / 7 ~ 10/ 7 9 / 12 ~ 10/13 

申込期間 8 / 24 ~ 8 /26 9/1~9/5 

開催場所 徳島県女性職業センター 鳴門酬業訓練センター |

講習内容

ワープロの基本操作

及び機能の習得

(日商検定 3級程度) 

パソコンの基本操作  |

及び機能の習得

(ビジネスソフトの活用)

申 込先 徳島県女性職業センター

講習時間 午前  9時30分~午後  3時30分(1日5時間)

定 員 20名 定員オーバーの場合は抽選

受講資格 就業を希望する女性

受講料 無料 テキスト代自費

そのイ也

詳細は，徳島県女性職業センターにお問い

合わせください。 

T E L (0886) 54-0121 

\、、、、久、、代、、、\点、火、旬、、、、、札、、。、、、、、、、、、、、3\火、、、、、火、、、、、命、点、、、、内、、、、火、句、、、、、、、。、州入、、ヘヘ旬、、、\、\、\、、、、山\ヘヘ、、点、、、、、\久、、、、、、、、\、、火、\、、、、、。、、\、、向、、、、ゼヘ、、、、、、、\、、、、、、‘、点、、。、除、、\、、、、、、、\、\、、、、、、、、\ヘ火、\、、、、、代、内問、、、、、、、記、、、、\、\て\、、ヘ、\郎、、、、ヘヘ、、郎、心、\、、命、旬、、、、\ぐ、、\肉、火、、、、\\\'ヘヘ、、火、ヘピ\火、\.~，、、。、、、点、、、\ぐ、、、、、、、。、、、、、、、、、守、、\、、、可、、\六六、\州、、、六六，\夕、、、\州、、、、、ヘヘ守、、\点、

女
性
の
戸
を
岡
政
じ
/
-

{下
試験区分 一般事務・初級

昭和44年 4月 2日から昭和52年 4月 1日
受験資格

までに生まれた者

採用予定
若 干 名

人員

F¥
試験日 平成  6年 9月18日(日曜日)

試験地 徳島県立城南高等学校

平成  6年 8月 1日から平成 6年 8月15日

までの執務日の午前 8時30分から午後  5
申し込み

時 (土曜日， 日曜日は除く 。 )
受付期間

郵便による申し込みは， 8月15日まで

の消印のあるものに限り受け付けます。

戸『¥

出してください。 (試験案内は総務課で8月1日から

交付します。 ) 

近
年
、
女
性
の
社
会
参
加
は
増
大
し
、
社
会
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
場
へ
の
女
性
の
進
出
が
目
立
つ
よ

う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
実
に
は
女
性
に
対

す
る
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
は
な
わ
根
強

く
、
男
性
優
位
の
社
会
通
念
は
払
し
よ
く
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
従

っ
て
女
性
の
活
動
分
野
に
偏
り
が

あ

っ
た
り
、
方
針
決
定
に
女
性
の
声
が
反
映
さ
れ

な
い
と
い

っ
た
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
男
女
平
等
の
理
念
に
基
づ
き
、
女

性
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
条
件
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
人
材
の
発
掘
や
養
成
を
図
り
、
審
議
会

等
の
委
員
や
管
理
部
門
ヘ
女
性
を
積
極
的
に
登
用

し
、
そ
の
考
え
を
十
分
に
政
策
や
方

針
決
定
に
反
映
す
る
こ
と
は
、
活
力

あ
る
豊
か
な
社
会
。
つ
く
り
の
た
め
に

是
非
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。

勝
浦
町
に
お
い
て
も
審
議
会
等
へ

の
女
性
の
登
用
率
は
十
二

・
一
%
と

な

っ
て
い
ま
す
が
、
行
政
委
員
へ
の

登
用
は
な
く
、
女
性
の
意
見
を
行
政

に
反
映
す
る
に
は
十
分
で
あ
り
ま
せ

ん。
今
後
、
女
性
が
積
極
的
に
参
加
で

き
る
よ
う
、
研
修
会
等
を
通
じ
て
啓

発
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

女
・
男
が
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

女
性
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施 

h
F
研
修
に
参
加
し
た
婦
人
会
の
方
々

七
月
二
十
七
日
、
町
婦
人
会
本
部

及
び
支
部
役
員
さ
ん
を
対
象
に
、
女

性
問
題
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
か
ら
講
師
と
し
て
、
女
性
行
政

担
当
井
上
係
長
さ
ん
を
招
き
、

『新

女
性
ラ
イ
ブ
プ
ラ
ン
』

の
事
業
に
つ

い
て
、

『女
性
問
題
』
に
つ
い
て
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
現
状
の
女
性
に
対
す
る
差

別
や
不
平
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
『
女
性
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
』

を
実
施
し
、
女
性
の
声
を
町
政
に
反

映
し
、
女
性
差
別
の
な
い
町
守
つ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

新女性ライブプランシリーズ
その  ②

固

MUS04
テキストボックス
女性無料技術講習会開催

MUS04
テキストボックス
町職員採用統一試験

MUS04
テキストボックス
女性の声を町政に
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ご
み
減
量
と
り
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
む

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す

ア
ル
ミ
缶
回
収
収
益
で

地
域
に
還
元
グ

勝
浦
生
活
学
校
お
よ
び
マ
ド
ン

ナ
生
活
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
中
心
と
な

っ
て
、
ア
ル
ミ

缶
の
回
収
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
回
収
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
ア

ル
ミ
缶
を
回
収
し
て
売
却

し
た
金
額
で
モ
ロ
ブ
タ
を
購
入
し

各
集
会
所
へ
配
布
い
た
し
て
あ
り

ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方

に
心
か
ら
お
札
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

回
収
の
方
法
が
変
つ
で
も
ア
ル

ミ
缶

・
ス
チ
ー
ル
缶
の
回
収
は
、
八

月
二
十
二
日
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

・!アルミ缶 ・スチール缶の飲料缶を分別しで，

行
動
の
シ
ン
ボ
ル
 

-R



s

、

y

O
|
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マ
ー
ク
に
し

あ
な
た
の
決
意
を
、

一
、
応
募
規
定 

整
備
室 

-
A
四
版
白
紙
を
縦
に
使
い
中
央
二

て
く
だ
さ
い
。

今
回
募
集
す
る
の
は
、
ご
み
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
積
極
的
な
推
進
の

た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ 
l
ク
で
す
。

決
定
し
た
マ 
l
ク
は
、
行
動
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
、
ス
テ
ッ

カ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、 

シ
ャ
ツ

T

な
ど
に
も
ど
ん
ど
ん
登
場
す
る
予
定

で
す
。
従
来
の
環
境
問
題
を
表
現
し

た
マ 
l
ク
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
新
し
く
強
い
「
私
た
ち

十
セ
ン
チ
×
二
十
セ
ン
チ
の
範
囲
内

に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

(
ハ
ガ
キ
で
応
募
し
て
い
た
だ
い
て

も
結
構
で
す
)

-
彩
色
は
自
由
と
し
ま
す
。
(
シ
ン

ボ
ル
マ 
l
ク
は
単
色
で
使
用
す
る
こ

の
マ 

と
が
あ
り
ま
す
)

・
作
品
は
天
地
(
上

・
下
)
を
表
示

し
て
く
だ
さ
い
。

-
一
人
向
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
一
枚
に
つ
き

一
点
と
し
ま

す。 

l
ク
」
を
、
心
か
ら
待
っ
て
い

ま
す
。

(

八
八
六
|
一一一

 

一
=
ヱ
ハ六 

) 

.
締
切
り

平
成
六
年
九
月
十
二
日
刊

三
、
審
査
方
法

・
徳
島
県
ご
み
減
量
化
等
推
進
会
議

に
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

四
、
賞
及
び
発
表

・
最

優

秀

賞

一

点

三

十

万

円

・
優

秀

賞

二

点

三
万
円

・
特
別
賞
高
校
生
以
下
最
優
秀
作

一

点

二

万

円

・
奨

励

賞

高

校

生

以

下

優

秀

作

四

点

五

千

円

・
入
選
者
に
は
十
月
に
直
接
お
知
ら

プ
事
業
」
に
も
使
用
さ
れ
ま
す
が
、

せ
し
ま
す
。 

-
表
彰
式
の
日
時

・
場
所
等
に
つ
き

ま
し
で
は
、
別
途
連
絡
し
ま
す
。

五
、
そ
の
他

・
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。


-
他
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の

・
登
録


済
の
も
の
・
類
似
の
も
の
は
対
象
外


と
し
ま
す
。


-
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。


-
著
作
権
は
、
徳
島
県
に
帰
属
し
ま


す
。
-

入
選
作
品
は
、
修
正
し
て
使
用
す


る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


七 

六

、

主

催

徳
島
市
万
代
町
一
|
一

徳
島
県

徳
島
県
ご
み
減
量
化
等
推
進
会
議 

l
ク
は
「
エ
コ
シ
ヨ

-
決
定
し
た
マ

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
展
開
は
、
あ
く
ま
で

使
用
例
の
一
つ
と
い
う
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

二
、
応
募
方
法

・
作
品
の
裏
に
次
の
事
項
を
記
入
し

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所

・
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
性
別

年
齢

・
職
業
(
学
校
名

・
学
年
)

電
話
番
号

・
簡
単
な
作
品
説
明

・
作
品
は
折
り
曲
げ
な
い
で
く
だ
さ

.
応
募
先

〒
七
七 

徳
島
県
保
健
環
境
部
環
境
局
環
境

あき缶(スチール缶・アルミ缶) 5西生長
ミ 友 活 織
ら子学区の回収にご協力を iさ校 長� 
2ん 代会

廃棄物資源化 ・再利用運動団体に補助金が� ; 空書
交付されることになり，各地区においても資� 

源化推進委員さんの指導のもとに活動を実施� 

i 岸と

i fE 
されていると思います。 :~ マブ

ノタ
今月の回収日は 8 月 22 日 です。 :~ さを

ん手
と渡

指定された場所へ当日出してください。 大す

アルミ缶等回収場所

平 成 �  6年� 8月22日(月)

地区 回収場所

坂 本 実行組で指定したところ

与川 内 勝浦郡農協与川内出張所

前宇:~川集会所・勝浦郡波協本所・横 瀬 屋駐車場 ・小倉新平宅前三叉路
¥ー 消防詰所横

棚� n 河}II敷ゲートボール場横

久 国

中 山

久国集会所裏

東林庵 ・島豆腐屋さん宅前生 名

星� l，uコ 川口氏宅の貯蔵庫前

黒 岩 中央橋北詰ゲートボ→レ場フェンス

メ7入 山 今山橋北詰ゴミフェンス横� 

I百� 7工 墓地の駐車場

石 原 石原住宅隣・中谷・桜建設事務所

山 西 勝浦郡農協生比奈支所

th娃ト� コ 掛谷集会所

農村婦人の家・馬越ゴミフ ェンス繍中 角

¥、-

団
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〈あ
っ
せ
ん
価
格
〉

〔使用方法】 
 (六
、
二

負
担
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

-
発
酵
促
進
剤

一
キ
ロ
グ
ラ
ム

一
、

0
0
0円

(
生
ご
み
の
発
酵
を
促
進
さ
せ
た
り
、

脱
臭
効
果
が
あ
る
)

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
も
う
一

度
考
え
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。

・
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

一
基

一
、
生
ご
み
処
理
容
器 

(
コ
ン
ポ
ス

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
ご
協
力

タ
ー
)
を
設
置
し
て
減
量
化
を
は

か
る
。 ご

み
減
量
化
に
協
力
を
グ


三
、

一
O
O円

O
O円
の
と
こ
ろ
町
が
半
額

O 
ム

@ 	 日当りのよい土

の上をよく耕し

て地中� 5cmぐら

い埋めて設置し

てください。� 

美イヒ てし

つ 区 会#'  

く
だ
さ
い
)

が 付( -
パ
ラ
コ
ン
ポ
二
個
人
七 

円

O
O

(防
臭

・
不
快
害
虫
駆
除
剤
)

二
、
ド
ラ
ム
缶
を
利
用
す
る
。

円

O
O

台所の生ゴミ， あ 近悪
有機質のゴミな り住臭

ま障が
一
缶

一

、
主 

らなんでもコン
す� 7発
か;よし

ポスターヘ投入

できます。くさ ら議� t::.
らない金属・ガ

--l--をス
ラス・プラスチ

(¥

す。	 ヘ� 

ック等は投入し 会か灰

ないでください
注けが
意る飛
し 恐散

台所の生ゴミは てれし
ほとんどが水分

です。水分は地

中に吸収されま - だ 環 て次な お盆のごみ収集殺すが，多すぎる 殺 さ境 いのる 蚊
虫 い衛 ま と季や 虫場合には枯葉， 業務休業
剤 。生すお節ハわら，ダンボー
五	 剤 8月15日・� 18日課のりでエ

ル片，等を投入 のO
O 


まで殺すな
、虫。どで、してください。

あヘ� a 

、、、‘d 申ご 剤 勝の 8月15・16日はお盆のため，
し望希を 	浦 害 つ生ゴミが20cmぐ

ごみ収集業務は休業いたしま百リ 込 あ 町虫らいの厚さにな
五 ツ んのつでが

旋
す。大変ご迷惑をおかけいた!Iりましたら土を� 十ト で 方旋 は多�  

2-3cmの厚さ

にかけてくださ

い。生ゴミの発

酵を促進させま

す。
コンポス~ーは Itラ コ ンポ付です

ので害虫の発生を防止でき ます。

土の中のパクテ

リヤの働きによ

り有機質のコミ

は発酵，分解し，

逐次堆肥化され

てゆきます。� 

@ 

円 ル く はし 	 、く
、

交通事故のご相談は

相談センターへ(無料)

社団法人 日本婦害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター

徳、島市西船場開T1-]4明治生命徳島ピル� 6階

電話� 0886-22-5279 

-専門の相談員が親身にな ってご相談に応
じます0

・相談日	 月曜から金|惚

午前� 9時30分~午後� 4時40分
・弁護士相談日 毎月第� 1・3水曜日

午後� 1時-4時


。電話のご相談もお受けします。


しますが， ごみを出さないよ

う，ご協力をお願いいたしま

長

さー�  全

az八町
指一月
一人

Eは七斉
従必 日 

い ら ( 日)2車


環境 参ず '同


の加 掃


交通事故相談日�  と 長
め さ 力日


-日 時 8月25日同 まん をしや生ゴミがいっぱいになったら容器を引き	 午前 9時から午後 4時まで
うよ 保健あげて下部の黒く堆肥化した部分から使

用し，未完熟の生ゴミは移設したコンポ
-場所 小松島中央会館

音E 
・相談員 藤本浩スターの中に再投入してください。

回
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固
冒
回
抱
目
。
訪


⑧⑨⑧ 
⑧⑧⑨⑧ 
⑧⑤⑧⑥⑨⑨

漫
画
教
室

八
月
十
日
同

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

・
場
所

勝
浦
町
図
書
館
二
階
視
聴
党
室

・
準
備
す
る
も
の

①
鉛
筆

(
B
か
2
B
)
②
消
し
ゴ
ム

③
持
っ
て
い
る
人
は
、 
G
ペ
ン
、
カ
ブ
ラ
ベ
ン

の
ペ
ン
先

持
っ
て
い
な
い
人
は
、
イ
ン
ク
ま
た
は
墨
汁

*
用
紙
は
図
書
館
で
用
意
し
ま
す

0

・
先
生

勝
浦
町
イ
ラ
ス
ト
ク
ラ
ブ
会
員

ふ
v 

••
-
日
時。。。

・
場
所

勝
浦
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

・
準
備
す
る
も
の

①

画

板

②

鉛

筆 

(
3 
B
・
4
B
)

③
消
し
ゴ
ム

④
高
学
年
は
、
水
彩
絵
具
一
式
、
古
い
布
切
れ
、

古
い
手
袋

-
日
時

¥一'

、
」

国

絵
画
教
室

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

町
内
有
志
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の

図
書
・
資
料
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
芳
名
を
披
露
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

(
平
成
五
年
七
月
十
五
日
か
ら
平
成

六
年
七
月
十
四
日
ま
で
)

-
図
書
寄
贈

手

塚

善

和

様

杉

本

裕

美

様

新

居

贋

子

様

岡

本

勉

様

井

村

順

治

様

丸

田

啓

子

様

玉

置

雅

代

様

田

中

久

子

様

笹

山

芳

宏

様

鈴

江

全

階

様

岩

坂

雅

子

様

北

野

ア

ヤ

ノ

様

尾

山

仁

美

様

倉

橋

テ

ル

様

野

上

義

行

機

稼

勢

一

男

様

・
資
料
寄
贈

ス

ク

リ

ー

ン

中

野

コ

シ

ズ

様

糠

人

形

石

倉

サ

キ

ヱ

様

ス

ズ

メ

バ

チ

の

巣

羽

坂

令

一

様

賜

金

国

庫

債

券

高

田

カ

ホ

ル

様

・
ビ
デ
オ
寄
贈

平

畠

清

様

・
写
真
寄
贈

飲
藤
野
又
次
郎
様

【化 石展】
8 月� 13日から�  30日まで このたび，勝浦町から出土した化石を

図書館2階視聴覚室郷土資料展示室 中心に，大理石や珍らしい石を� 500点

余り一堂に集めることができましたの
四国ではじめての恐竜の化石カf勝浦町か

ら出土して話題騒然とな っています。� 
で，ぜひこの機会に一見ください。� 

低
学
年
は
、
色
エ
ン
ピ
ツ
ま
た
は
ク
レ
ヨ
ン

⑤
弁
当

・
水
筒
(
お
茶
)

*
用
紙
は
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
。 

.

・
先
生

勝
美
会

新
居

普

氏

他

数
名

標
本
作
製
教
室

八
月
二
十
七
日
凶

、午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

・
場
所

勝
浦
町
図
書
館

-
準
備
す
る
も
の

①
作
製
の
標
本
②
鉛
筆
③
メ
モ
用
紙

・
先
生

鳴
門
教
育
大
学
真
鍋
佳
資
先
生

-
日
時 八

月
七
日
同

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
三
十
分
ま
で

MUS04
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⑨ 

⑨ 


企受付で 「本を借り ます」

~\ 

Fーヘ、

④ 

⑨ 
⑨ 


A
7

J

-R -R

六
月
二
十
四
日
、

二
人
の
先
生
に

引
率
さ
れ
た
-三

十
九
名
の
児
童
が
来

館
。
日
ご
ろ
個
人
的
に
図
書
館
を
利

用
し
て
い
る
顔
な
じ
み
の
児
童
も
、

こ
の
日
ば
か
り
は
、

「
図
書
館
の
設
立
目
的
は
?
」

「
一
日
の
利
用
状
況
は
?
」
等
と
、

き
び
し
い
質
問
を
投
げ
か
け
て
く
る
。

二
班
に
別
れ
て
図
書
、
ビ
デ
オ
の

貸
出
し
を
受
け
、
資
料
室
で
は
、
「
矢

立
て
」
「
鍵
」
「
古
銭
」
「
パ
イ
」
等
に

興
味
深
々
。

二
時
間
の
見
学
時
間
も
あ
っ
と
い

う
聞
に
終
わ
り
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

挨
拶
を
す
る
子
供
た
ち
に
、 

は
と

つ
く
の
昔
に
置
き
忘
れ
た
童
心
を
想

い
出
し
、
晴
々
と
し
た
気
持
ち
で
、

で
す 
一
と
言
っ

て
く
れ
て
わ
か
り
ま

「
ま
た
い
ら

っ
し
ゃ
い
」
と
送
り
出

し
た
。

勝
浦
町
図
書
館
を


見
学
し
て


三
年

谷
脇

け
ん
た


六
月
二
十
四
日
金
曜
日
、
勝
浦
町

図
書
館
を
見
学
し
に
い
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
い
っ
て
い
る
う
ち
に
の
ど

が
か
わ
い
た
り
、
あ
せ
を
か
い
た
り

し
ま
し
た
。 

か
ん
を
た
く
さ
ん
い
れ
て
ほ
し
い
で

す
。
帰
り
に
ノ 

ト
を
く
れ
て
「
あ

り
が
と
う
己
と
言
い
ま
し
た
。

l

や

っ
と
つ
い
て
は
い
る
と

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
己
と
元
気

菌
書
館
行
事
と

休

館

日

脅
土
曜
こ
ど
も
映
画
会
は
、

八
月
は
お
や
す
み
し
ま
す

絵
画
教
室

7
日
(
日 
)

午
前 
9
時
却
分 
1
午
後 
3
時
加
分

福
祉
セ
ン
タ
ー 
3
階

に
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
よ
し
野
君

れ
に
ビ
デ
オ
は
お
と
な
の
と
子
ど
も

の
が
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
館
長

さ
ん
が
く
わ
し
く
教
え
て
く
れ
た
の

で
、
わ
た
し
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

女
子
だ
け
本
を
か
り
に
行

っ
て、

男
子
は
、
二
か
い
へ
け
ん
が
く
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
問
、
わ
た
し
た
ち

は
本
を
か
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

本
が
い

っ
ぱ
い
あ

っ
た
の
で
ま
よ

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
お

り
が
み
の
本
を
か
り
ま
し
た
。
お
り

が
み
の
本
は
作
り
方
が
か
い
で
あ
り

宇
品
'
し
か
~
。

女
子
も
後
で
二
階
へ
け
ん
が
く
に


行
き
ま
し
た
。
二
階
に
は
、
昔
の
お


金
、
国
体
の
服
、
か
せ
き
な
ど
が
お


い
て
あ
り
ま
し
た
。
館
長
さ
ん
に
、


「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
は
と

言
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
も

っ
と

勝
浦
町
図
書
館
が
や
く
だ
っ
と
い
い

な
と
思
い
ま
し
た。

が

一
番
は
じ
め
に
、

「
広
さ
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
ん
で
す

か
己
と
言
っ
て
、
ゅ
う
気
が
あ
る
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
館
長
さ
ん
が
、

「
一
か
い
は
、
五
四
六
・
八 

で、

二
か
い
は
、
四
二
三

・
四
三 

」
と

言

っ
た
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
、

「
本
は
二
万
六
千
さ
つ
ぐ
ら
い
あ
り


ま
す
己
と
答
え
て
、
ぼ
く
は
び

っ
く


り
し
ま
し
た
。
ま
つ
下
さ
ん
が
、
 2m 2m

「
一
番
人
が
く
る
日
は
い
つ
で
す
か
己

と
聞
い
て
、
館
長
さ
ん
が

女
漫
画
教
室

前
田 

恵
里

日
日
(
水
)

午
後
2
時
1
4
時

図
書
館

2
階
視
聴
覚
室

植
物
・
毘
虫
標
本
作
製
教
室

三
年

六
月
二
十
四
日
に
、
勝
浦
町
図
書

幻
日 
(土
)

日
日

・
白
日

*
休

館

日

午
前
日
時

1
ロ
時

化
石
展

日
日 

初
日

図
書
館 
2
階 

-R -R
i

勝
浦
町
図
書
館 

「
だ
い
た
い
多
い
日
が
、
休
み
の
日

館
へ
行
き
ま
し
た
。
行
く
と
ち
ゅ
う

に
田
ん
ぼ
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

ろ
う
じ
ん
ホ 

ム
も
あ
り
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
や
ろ
う
じ
ん
ホ 

ム
に
人
が

い
た
の
で
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
叫
と
、
言

い
ま
し
た
。

l

l

勝
浦
町
図
書
館
に
着
く
と
ま
た
、

一冗
」
気
に

「
お
は
よ
う
ご
、さ
い
ま
す
己
と
、
館

長
さ
ん
に
言
い
ま
し
た
。
勝
浦
町
図

書
館
の
中
に
入
る
と
い
す
に
す
わ
り

ま
し
た
。

い
す
に
す
わ

っ
た
ら
、
館

長
さ
ん
が
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

館
長
さ
ん
か
ら
聞
い
て
、
本
が
二
万

六
千
冊
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

午
前

9
時
却
分

1
午
後
5
時

し
た
。
ぼ
く
は
図
書
館
に
よ
く
く
る

け
ど
、
そ
ん
な
の
は
知
り
ま
せ
ん
で

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

日

・
む
日

...2踏郷土資料展示室にて 「これなーにつ」� 

m

?
し
ふ
に
。

次
に
、
二
か
い
に
い
き
ま
し
た
。

ツ
チ
ノ
コ
や
古
い
お
金
が
あ
り
ま
し

1
日
・ 

8
日
・
日
日

・ 
2
日 

た
。

い
わ
し
の
か
せ
き
は
、
は
じ
め

て
見
ま
し
た
。
男
子
が
本
を
か
り
る

ば
ん
の
時
、
ぼ
く
は
魚
の
図
か
ん
と
、

き
ょ
う
り
ゅ
う
の
ふ
し
、
ぎ
と
、
ギ
ザ

ミ
ミ
ウ
サ
ギ
を
か
り
ま
し
た
。
図
書

館
に
は
、
本
が
た
く
さ
ん
あ
る
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
理
科
の
図

-
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H

声 

か
だ
と
い
う
こ
と
。
友
達
と
二
人
で

行
っ
た
の
で
す
が
、
本
当
に
健
聴
者

と
の
違
い
を
知
り
ま
し
た
。
聞
こ
え

る
の
は
ボ 

ル
と
叫
び
声
く
ら
い
で

す
。
笛
の
音
も
吹
い
て
も
聴
こ
え
な

l

い
の
で
、
審
判
は
大
き
く
手
を
ふ

っ

て
気
付
か
せ
て
い
ま
し
た
。

普
通
の
健
康
な
人
な
ら
、
た
や
す

く
で
き
て
し
ま
う
こ
と
で
も
、
障
害
者

に
と

っ
て
は
困
難
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
部
分
を
、
私
た
ち
の
よ
う

な
健
康
な
人
聞
が
少
し
手
助
け
を
し

て
補
え
ば
、 

差
別
μ

な
ん
て
起
こ
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

よ
く
私
の
ま
わ
り
で
「
手
話
を
し

た
い
己
と
言
っ

て
い
る
人
や
、
し
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
み
ん
な
、
心
優

し
い
人
た
ち
で
す
。
私
は
そ
ん
な
人

た
ち
が
母
た
ち
を
含
め
て
大
好
き
で

す
。
自
分
た
ち
は
健
康
な
の
に
、
手

話
を
覚
え
る
必
要
は
無
い
は
ず
な
の

に
、
ろ
う
あ
者
の
人
た
ち
と
話
し
た

い
、
伺
か
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思

い
で
、
手
話
を
習
う
の
で
す
。
そ
れ

に
比
べ
て
私
な
ん
か
、
母
が
聴
力
障

H

害
者
だ
か
ら
覚
え
た
の
で
あ
っ
て
、

き
っ
と
母
が
、
も
し
健
康
で
あ
れ
ば
、

覚
え
て
い
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
も
い
ま
、
こ
う
し
て
覚
え
た
手
話

を
媒
介
に
し
て
、
多
く
の
人
た
ち
と

会
話
し
、
多
く
の
人
た
ち
の
声
に
、

心
に
触
れ
て
、
同
じ
と
き
を
生
き
る

仲
間
同
士
と
し
て
、

喜
び
ゃ
悲
し
み

を
分
か
ち
あ

っ
て
い
き
た
い
気
持
ち

で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

去
年
の
人
権
作
文
の
表
彰
式
を
き

っ
か
け
に
母
は
私
の
友
達
の
お
母
さ

ん
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
方

は
母
に
「
私
に
も
手
話
を
教
え
て
く

だ
さ
い
斗
と
言
い
、
母
は
「
い
い
で

す
よ
己
と
快
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
母
は
、
妹
を

保
育
所
に
送
り
出
し
た
後
の
あ
い
て

い
る
時
間
を
、

一
カ
月
に
数
回
く
ら

い
で
す
が
、
そ
の
方
に
手
話
を
覚
え

て
も
ら
う
と
き
に
あ
て
て
い
ま
す
。

手
と
手
を
触
れ
合
い
な
が
ら
、
話
し

あ
っ
て
そ
れ
は
そ
れ
は
楽
し
い
時
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の

母
は
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
い
き

い
き
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
母

を
見
る
度
に
私
は
い
つ
ま
で
も
こ
ん

な
関
係
が
続
け
ば
い
い
な
と
祈
る
よ

う
な
思
い
で
い
ま
す
。

差
別
九

私
は
は

っ
き
り
い
っ
て
、

こ
の
言
葉
は
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

色
鉛
筆
な
ど
の
か
肌
色 

は
、
ど

う
し
て
、
白
人
の
肌
の
色
の
こ
と
し

か
考
え
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
、
何
の
疑
問

も
持
た
ず
、
長
い
間
、 

肌
色 
μ

と
い

わ
れ
れ
ば
、
そ
の
色
を
に
ぎ
り
し
め

て
き
た
私
た
ち
は
ど
う
な
の
で
し
ょ

う。

製
造
会
社
を
責
め
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
そ
う
決
め
て
し
ま

っ

て
い
る
私
た
ち
自
身
の
心
に
問
い
か

け
ま
す
。

H

H

u

肌
の
色
の
違
い
か
ら
差
別
を
受
け
、

苦
し
む
人
た
ち
は
と
て
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
色
鉛
筆
や
ク
レ
ヨ
ン
の
肌
色

の
こ
と
が
人
種
差
別
に
つ
な
が
る
こ

と
を
、
私
は
あ
る
作
文
を
読
む
ま
で

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
無

意
識
の
う
ち
に
い
ろ
ん
な
こ
と
で
私

は
差
別
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。私

の
た
め
に
傷
つ
い
て
い
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
申

し
わ
け
な
く
て
心
が
沈
み
ま
す
。 

差
別
九

こ
の
言
葉
が
、
こ
の
世

か
ら
な
く
な
れ
ば
、
使
う
こ
と
が
な

く
な
れ
ば
、
ど
ん
な
に
う
れ
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

少
な
く
と
も
差
別
と
い
う
言
葉
を


私
た
ち
の
聞
で
忘
れ
て
し
ま
え
る
、


そ
ん
な
日
が
来
た
ら
、
き

っ
と
差
別


を
受
け
て
き
た
人
た
ち
が
住
み
よ
く


暮
ら
せ
る
時
代
が
や

っ
て
く
る
よ
う


な
気
が
し
ま
す
。
真
の
人
間
ら
し
い


社
会
、
心
や
す
ら
か
な
豊
か
な
日

々

が
、

一
日
で
も
早
く
や

っ
て
く
る
よ


う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス

ト
入
賞
作
文
集
か
ら 
) 

H

H

H

\~ 

¥ー

回

母
と

手

話


私
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
私
の

を
母
に
聴
い
で
も
ら
っ
た
こ
と

μ

が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の

母
は
聴
力
障
害
者
だ
か
ら
で
す
。
父

も
耳
に
障
害
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、

少
し
聴
こ
え
、
話
せ
ま
す
。
し
か
し
、

母
は
声
は
で
る
の
で
す
が
、

普
通
の

声
で
話
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

学
校
の
参
観
日
。
母
は
こ
の
日
に

特
別
の
意
味
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。
私
が
、
頼
め
ば
、
小
学
生
の
頃

は
来
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

今
年
に
入

っ
て
は
じ
め
て
の
参
観
日

の
時
、
母
は
「
行
か
な
く
て
も
い
い
?
己

と
私
に
聞
く
の
で
す
。

「
な
ん
で
、

来
て
よ
。来
ら
れ

へ
ん
の
や
っ
た
ら
い

い
け
ど
。
何
か
用
事
で
も
あ
る
ん
?
己

と
私
は
聞
き
返
し
ま
し
た
。
す
る
と

母
は
「
先
生
に
参
観
日
の
感
想
と
か

で
当
て
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
や
ろ
己

と
言
い
ま
し
た
。
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。

「
そ
ん
な
ん
大
丈
夫
や
わ

気
に
せ
ん
で
い
い
ゃ
ん
己
必
死
で
説

得
す
る
私
に
母
は
苦
笑
い
で
「 
ρ

廊

下
μ

で
見
て
で
も
い
い
や
ろ
己
と
言

い
、
結
局
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
帰

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
つ

も
そ
ん
な
事
を
考
え
で
不
安
い

っ
ぱ

い
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ず

っ
と

い
っ
し
ょ
に
生
き
て
き
た
の
に
、
ま
だ

ま
だ
私
た
ち
の
聞
で
知
ら
な
い
こ
と

あ

っ
た
の
で
す
。思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

あ
る
日
、
私
は
、
た
の
ま
れ
て
い

た 

近
畿
ろ
う
あ
者
体
育
大
会 

の

お
手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
。
種
目
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
ス
コ
ア
み
た
い
な

の
を
つ
け
に
行
き
ま
し
た
。
た
ま
た

ま
、
私
の
所
属
し
て
い
る
の
が
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
だ

っ
た
の
で
、
な
ん
の

苦
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
試

合
を
見
て
い
て
思

っ
た
こ
と
は
、
静
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俳

句

数
珠
忘
れ
初
夏
の
旅
寺
の
廊
長
き

五
月
雨
の
葉
桜
に
ま
す
姫
路
城

中
角
岡
本
ハ
ツ
ヱ

浴
衣
着
て
女
ら
し
さ
に
振
り
向
け
り

無
人
駅
共
に
降
り
た
が
日
傘
の
娘

沼

江

駒

津

光

洋

タ
雨
の
あ
と
天
中
の
月
涼
し

経
終
え
て
邪
念
は
月
に
販
は
れ
け
り

沼
江
中
井
清
二
郎

燕
ら
は
雨
風
の
日
も
子
育
て
を

古
里
の
蛙
の
声
は
な
つ
か
し
い

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

表
札
を
半
ば
埋
め
て
燕
の
巣

ガ
レ
ー
ジ
の
古
巣
尋
ね
て
燕
来
る

棚

野

谷

新

太

郎

黄
金
の
椿
片
手
に
老
笑
顔

梅
雨
晴
れ
や
名
残
の
こ
し
て
行
く
遍

路

中

山

谷

尻

松

雄

向
い
く
る
青
き
視
線
や
鬼
ゃ
ん
ま

娘
が
戻
り
手
花
火
囲
む
う
ら
盆
会

横
瀬
日
下
智
世
子

あ
じ
さ
い
の
雨
に
明
る
い
越
ゆ
れ
る

鮎
の
瀬
や
企
業
戦
士
も
立
ち
止
ま
る

横

瀬

田

中

久

子

飽
食
の
世
と
な
り
尚
も
梅
漬
け
る

11 
ii 

戸、¥

ω

・-・

-
日
時

-
場
所
 

午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

例
年
の
と
お
り
勝
浦
町
短
歌
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
ご
応
募
、
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
六
年
九
月
十
日

ω

一
短
歌
大
会
開
催
�
 
…

九
月
五
日
締
切
り
川
柳

一
人

一
句

八
月
五
日
締
切
り
短
歌
一
人

一
首

T
E
L

l
二
�
 四
五
八
三

十
薬
を
さ
げ
し
翁
の
後
影

坂

本

美

馬

直

枝

路
傍
杉
生
き
る
こ
と
な
く
梅
雨
上
る

寝
こ
ろ
び
て
斜
め
に
見
た
り
金
魚
玉

生

名

石

田

白

萩

梅
雨
明
ゃ
う
だ
る
暑
さ
に
玉
の
汗

人
の
思
し
み
じ
み
想
う
夜
半
の
月

生

名

小

西

典

子

白
玉
に
病
後
の
孫
の
食
づ
き
て

部
屋
べ
ゃ
に
更
け
て
談
笑
夏
休
暇

生

名

倉

橋

テ

ル

半
身
を
川
に
埋
め
て
鮎
釣
り
師

霊
峰
の
い
よ
い
よ
高
し
夏
の
雲

生

名

柳

田

末

子

紫
陽
花
の
昔
の
ま
ま
や
寺
の
門

梅
雨
空
ゃ
あ
や
し
き
雲
の
幾
重
に
も

生

名

滝

口

松

月


遠
花
火
見
え
ざ
る
も
の
は
美
し
き


病
灯
に
来
し
蛾
患
者
に
戯
れ
る


生

名

丸

山

香

月

⑧
⑮
⑨
⑧
⑧
⑧
 


宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

�

 

-

講

師

松

並
武
夫
先
生

・
投
稿
締
切
り

八
月
二
十
日

自
由
諒

一
首

参
加
料

五
百
円
(当
日
出
席
者
の
み
)

宛
先

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ
�
 

平成�  6年度� 

しま県民文芸作品募集� ii 

あ
て
先

締
切
り

手 短詩11 

11 
とく
 先 歌り�  

ιー� 

二
�
 四
五
八
三

T
E
L

l

p 

ず
れ

中
角

横俳句
ち瀬

・ み11
ii 
11 

1.主催者 徳島県教育委員会� 

2.応募資格 徳島県内に在住する者� 
も.俳豊川短中

八月句田柳歌回ヤ J柳H重3.募集ジャンル� 
11
ii 

「イ非句J r短歌J rJJI柳J r現代詩J r随筆J I! 
二人明人人ス
十二 一一エ「文芸評論J r小説J r戯曲・脚本J r児童文学」 11 

11 
ii 
11 
11 
ii {¥  

・随� H・・筆

H

0

日句 句 首4.応募方法� 

・俳句，短歌，� JlI柳…� 1人� 2句もしくは� 2首以内。

・現 代 詩・……・・原稿用紙� 2枚以内。� 1人� l編 。

・H ・-原稿用級� 3枚以内。� l人� l編 。 (英会話教室の受講生募集)
・文芸 評 論………原稿用紙20枚以内。� 1人� 1編� 0

・小 説...・� ・..原稿用紙30枚以内。� 1人� 1編� 0

・戯曲・脚本…・…・・原稿用紙50枚以内。� 1人� l編� 

・児童文学………原稿用紙20枚以内。� 1人� 1編 。� 

(1) 俳句，短歌，川柳の作品には，その種別を

明記し，ハガキに楢書で書く 。� 

(2) 全ての作品の末尾には住所 ・氏名� (雅号が

あれば併記)電話番号を明記のこと 。� 

(3) いずれも未発表の作品に限る。(戯曲・脚本

は，前年度上演されていても機関誌や脚本集

で発表されていない作号は未発表とみなす。

i
l
o
l
l
i
-
-
-

国際化時代に対応する人づくりを目指し，社会総合大学

の一環として「英会話教室」を開設しています。

講師は，昨年と同じイギリスから来ている，イモジェン

先生にお願いします。

イモジェン先生は郡内各中学校・小学校へ英語指導助手と

して勤務する一方、夜間に英会話の指導にあたってくれます。

受講を希望される方は，次により申込みをしてくださし )0

・開設期間

平成� 6年� 9月7日から約� 1年間(毎週水曜日)

初級コース 午後� 7時15分から� 8時15分まで

中級コース 午後� 8時30分から� 9時30分まで
また，選考の結果が発表されるまでは他誌等

・募集人員初級コース 約25名程度
に当該作品を投稿しないこと。類想 ・類句に

中級コース 約25名程度
ついては入賞を取り消すことがある。) 各コースとも定員に達し次第締切ります。

5.応募先

!
!
l
i
l
-
-

-対象者 町内に在住または勤務する15歳以上の方で，
干770徳島市万代町� 1丁目� l番地 年聞を通じて熱心に受講できる人
徳島県教育委員会文化課内� rとくしま県民文芸」係あて� (小・中 ・高校生は受講できません)

6.応募締切 -講師 ウォーリ一・イモジェン ・ケイトさん� 

平成� 6年� 9月30日(劃(当日消印有効) まで ・申込み�  8月15日まで、に教育委員会へ

回
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総� dロh 健 診

，そ司、壬n内

ミ 

O

回� 

8月の保健行事
お問い合わせは環境衛生課保健婦へ。

日 曜 内� ~ 受 付 時 間 土品 所 女す 象 者
持参する

もの他�  

4 木� dロ〉、 健 康 呈R八~ 査� 8 :30~10:30 生名センター

... 1_ ""-

一 般� f主 民 健康手帳�  

5 金� 1歳� 6か月児健康診査�  13:30~14:30 勝浦病院�  
H 4 . 12. 1 ~ H 5 . 2 . 28 問診票

までに生まれた子 母子手帳

7 日 婦人検診(子宮，乳腺，甲状腺)� 12: 30~14:00 
住民福祉

セ ン タ ー

料金� 

満30歳以上の一般住民 子宮� 400円

手L腺-甲状腺� 250円� 

9 火 総� i口b、 健 康 三開Jゐ' 査� 8 :30~10:30 横瀬集会所 一 般 住 民 健康手帳�  

10 水 基 本 健 康 診 ~豆k 
民� 

13:30~15 :00 勝浦会館 般� f主 民 健康手帳

18 木 総 メ口己、 健 康 診 査� 8 :30~10:30 農村婦人の家 一 自主 住 民 健康手帳

20 土 婦人検診(子宮，乳腺，甲状腺)� 12 : 30~ 14:00 農村婦人の家
料金� 

満30歳以上の一般住民 子宮� 400円

?l腺甲状腺 250円� l 

25 木� *f: l口k 健 康 診 査� 8 : 30~ 10 : 30 掛谷集会所 一 自支 住 民 健康手帳�  

26 金 手L 児 健 康 言1l':::八P 査� 13 : 30~14 :30 勝浦病院�  
H 5 .12. 1 ~H 6 . 6 .30 

母子子帳
までに生まれた子� 

28 日 坂本愛育班結成20周年記念大会� 13:00~ 坂本集会所 自主 住 民� 

29 月� *:t: メ口ー、 健 康 三~ 査� 8 :30~10 : 30 沼江集会所 一 自主 住 民� 

※婦人検診の料金は，生活保護世帯の方，市町村民税非課税世帯の方及び満� 70歳叫上の方は無料です。

受付時にお申し出ください。

-*-*- "民ー雌ー協- --"同一縦ー測  -JII(-III(-)e(-，.ー概-*-輝ー漏一様--';- jII(---単一"“一胤_liIIt_*_誠一)oc-__‘___lIO(_糊-*ー別院ー縦_M(___‘_)O(___IO(_)O(_lOC_縦-)0(-)10(--)00(-)0(一 樹-..ー減ー蝋-..-縦-'10(-_ー減-.同ー

検診の種類 料金

胃 検� ~~ 胃 透 視� 500円

心 電 図 、 眼 底 、 血 圧
無料基本健診 血 液検査、尿検査など

レ ン 卜 ゲ ン� 100円肺 がん検診
レ ン トゲンと略疾検査車吉杉E 杉t 言~ 400円

便の検査(2日間)� 600円大腸がん検診

は
、
当
日
伺
も
食
べ
ず
に
・
お
越
し
く
だ
さ

{
注
意
}

胃
検
診
、
基
本
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方

以
上
の
方
は
無
料
で
す
。
受
付
時
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

料
金
は
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
市
町歳

O

村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
及
び
満
七

総
合
健
康
診
査
を
受
け
よ
う

総
合
健
康
診
査
は
あ
ら
ゆ
る
健
診
を
同

時
に
実
施
し
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
が
ん
、

な
か
で
も
、
最
近
特
に
増
加
し
て
い
る
大

腸
が
ん
、
肺
が
ん
な
ど
を
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
治
療
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、

健
康
状
態
を
総
合
的
に
診
断
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
壮
年
期
か
ら
の
健
康
守
つ
く
り
を
図

り
、
将
来
の
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
を
予

防
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
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テキストボックス
みんなの健康

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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食中毒の原因と症状

l;f'，人工呼吸が必要となります。

処

症	 状 潜伏期間
原因薗型

(時間)特 徴共通

下痢 胃けいれんのよ陽炎ピブリオ菌感染型 2~16腰痛 うな腰痛(好塩菌)
吐き気

吐
熱に弱いの

12~24サルモネラ菌 頭痛で加熱すれ
発熱

ぱ防げる 1O~24病原性大腸菌 (血便) 

吐き気，日区吐，

ブ ドウ球菌 O ， 5~6腰痛，下痢，預 
毒素型 痛，けいれん

熱は出
目がかすむ，も完Ilに強 <， ない

加工したも のが二重に見えめまい
のや加工食 る，声がかれる，顔が膏

2~8 日す却力I'<J)みこめない，ボツリヌス菌品でも起こ ざめる
呼吸困難，舌の

もつれ，便秘，

ときに下痢

る

日巨

食
申
書
に

か
か
ら
山
崎
い
よ
う
に

気
を
つ
け
よ
う
1

食
品
に
つ
い
た

細
菌
が
、
人
の
か

ら
だ
の
中
で
繁
殖

し
、
そ
れ
が
つ
く

り
出
す
毒
素
に
よ

っ
て
お
こ
る
の
が

食
中
毒
で
す
。

家
庭
で
の
食
中
毒
を
防
ぐ
に
は

-
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い

・
手
洗
い
を
十
分
に

用
便
後
、
外
出
か
ら
帰

っ
た
と
き
、

調
理
前
に
必
ず
手
を
洗
う
こ
と
。
ま

た
、
生
の
魚
や
肉
に
ふ
れ
た
手
で
、

h
ア 

熱 沸

私

ブ

崎

立
ダ
グ
/

日

け
い

付

税

新日

話
可

湯
シ 熱

ワ 

5
h
U 

E K
K

な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

や
か
に
医
師
へ

。

二
、
下
痢
が
激
し
い
と
き
は
、
水
や

ぬ
る
ま
湯
を
少
し
ず
つ
飲
ま
せ
、

脱
水
を
防
ぐ
。

三
、
病
人
の
身
体
を
保
温
し
、

宇
品

1
レ
レ 

じ
か
に
口
に
入
る
も
の
を
さ
わ
ら
な

、。
-
調
理
し
た
も
の
は
す
ぐ
た
ベ
る

-
手
に
傷
の
あ
る
調
理
人
は
要
注
意

手
の
傷
に
は
ブ
ド
ウ
球
菌
が
つ
い

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
調
理
は

さ
け
ま
し
ょ
う
。
さ
け
ら
れ
な
い
場

合
、
指
サ

ッ
ク
な
ど
を
し
て
。

-
ふ
き
ん
と
ま
な
板
も
清
潔
に

木
製
の
ま
な
板
は
日
光
乾
燥
さ
せ

て
と
き
ど
き
表
面
を
け
ず
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
は
逆
性
石
け
ん
で

洗

っ
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
ふ
き
ん
は

で
き
る
だ
け
使
い
捨
て
の
も
の
を
。

け
を
置
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

短
時
間
で
あ

っ
て
も
、
子
ど
も
だ

-
水
分
の
補
給
は
十
分
し
ま
し
ょ
う

0 

.
車
の
中
は
温
度
、
が
高
く
な
り
ま
す
。

ノ
。 

-
風
通
し
を
よ
く
し
、
熱
が
こ
も
ら

A
F
A

飲
ま
せ
て
た
く
さ
ん
吐
か
せ
る
こ

」。
'
Y

使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

ん
だ
り
、
水
や
ぬ
る
ま
湯
を
多
く

・
午
前
十
時

1
午
後
二
時
位
の
聞
は
、

紫
外
線
も
強
い
た
め
外
出
は
控
え

辛
子
し
ょ
ャ 
7
。

-
外
出
時
は
帽
子
・
日
が
さ
な
ど
を

一
、
食
べ
た
も
の
を
な
る
べ
く
早
く

吐
か
せ
る
。
の
ど
に
指
を
さ
し
こ

一¥

-R



回

も
し
食
中
毒
に
な
っ
た
ら

応
急
手
当
を
:
:
。

点 日
射
病
・
熱
射
病
の
予
防
と
注
意

汗が止まり，皮膚がかわき，体

温が40度以上の時

・涼しいところに寝かせる 0 

.救急車を呼ぶ0

・からだを冷やす。(水を足元から

かけたり，ぬらしたタオルでか
去す	 らだをつつむ。)→体温が38.度く

らいになれば， 令やすのをやめる 01

.意識の有無を確認しで水を与

える 0

・呼吸に気を付け，もし止まれ

日
射
病
・
熱
射
病
に
注
意
を 
p

山

日
射
病
は
、
夏
の
炎
天
下
で
長
い

山
時
間
直
射
日
光
を
受
け
た
と
き
に
起

い
こ
り
ま
す
。
ま
た
熱
射
病
は
、
蒸
し

ご
暑
く
風
通
し
の
悪
い
室
内
ゃ
、
車
の

…
中
で
長
時
間
作
業
な
ど
を
し
て
い
る

山
と
起

っ
た
り
し
ま
す
。
汗
が
止
ま
り
、

一
体
温
が
四
十
度
以
上
に
な
る
と
生
命

山
に
か
か
わ
り
ま
す
の
で
救
急
処
置
が

す
み

叩
必
要
で
す
。

日
射
病
、
熱
射
病
に
か
か
ら
な
い

叫
ょ
う
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

汗をかいて，体温が38度くらい

の時

・涼しい所に寝かせる。

・月日をゆるめ，楽な状態にする

・からだをあおいだり ，水など

で冷やす。

・意識の有無を確認の上水を与

える。 

-頭痛，めまい，吐き気など。症 -からだに熱がこもり，脳，肝

臓，心臓などの1規 Eが悪くなり，

けいれん，意識障害など重症に
状	 なれば，生命にかかわります。

・いったん気が付いてもすぐまた眠るのは ，症状が重い場合があ

ります。たえず名前を呼ぶなどし，眠らせないよう に/

・回復しでも，動かすと再び具合がわるくなることがありますの

で，しばらくは安静にしておくこと。 

注

意

点

MUS04
テキストボックス
保健婦だより　食中毒にかからないように気をつけよう

MUS04
テキストボックス
猛暑

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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司ム ゐ2gェー 型連-ー・・・・ 国

肥Ijし早め
，

生活習慣をチzック� Lょう

あなたの生活習慣を振り返って，該当するもの 意 で す。生活習慣を大きく変える必要がありま

があれば，各項目の上にある を黒く塗りつぶ す。 カ ッ コ 内 は 生 活 習 慣 改 善 の ヒ ン ト で す。 参

してください。黒丸が 5つ以上ついた人は要注�  考 に し て く だ さ い。

d 弘� 
争朝ぎりぎりまで寝ている� 

(ストレス解消の巧みな人こそ，� 

今少しの距離でもタクシーE争遊びは罪悪であると思う� 4らイ本日は� 1日ゴロゴ口� 

(時間に追われる生活がストレス

現代を生き残れる。心から楽し� 
(基本料金の区間くらいなら，歩� (疲れがかえって増してしまう。
け，歩け。運動嫌いのものぐさ を助長する。� 30守早起きして時

める遊びゃ趣味を見つけよう)
1週間たっても記憶に残るよ う

聞に追われない生活に) 人聞はポケるのも早し、)な趣味や運動を楽しもう)

φ便通は出たとこ勝負� 

(忙しいというより，仕事から滋 

φ立っている者は親でも使う争仕事を家に持ち帰る 争家族団らんの時聞がない

(不規則な排便は，便秘を招き，

れるのが不安なのでは?仕事は
(時聞はつくるもの。会話のある， (動かなすぎを解消するには，生� 

痔や直腸がんの原因になる。朝

家の玄関でサラリと忘れる)

活の中で不精をしないで，こま明るい家庭が健康の基本である
食後，毎日排便する習慣を)めに動くのが一番)ことを忘れずに)

.楽しみ'11 日 540~ ( 3 合)の晩酌 ーコーヒーに砂糖は� 3杯� 

(肥満は成人病の巣窟。極端にや� 

争ここ� 1:年体重を測ってない

(糖分のとりすぎは動脈硬化を招

せた場合も危険なことが多い。
(完全な飲みすぎ。健康にいいの(海不足，ストレス，腰痛， 栄養

いて脳卒中や心臓病の原因に。

体重管理を大切に)
障害など，不健康のきわみ。ま は1日180me(1合)まで。この程

砂糖はせいぜL叶杯まで)度までは落としたい)ず生活改善から)

~ 

争風呂はあっ湯にかぎる .禁煙など考えもしない .健康診断を受けたことがない 争早めしが特技 
  

(高血圧の人はあっ湯はタブー。
 (i忙しいJi病気が見つかると怖� (食事は楽しみながら よくかん(自分の健康のためばかりでな
、。Lで食べるのがよ� い」など，理由を考える前に，


養生法)

ぬるめの湯にのんびり入るのが ("， 家族や周囲の人たちのため

満の原因にもなる)にも� 1日も早〈禁煙を) 年中行事と思って受診を)

ハ ，� 

日は徹夜マージャン2.週 

国保税は、被保険者となった月から課税されます。 

「加入の手続きをしたとき」ではありません。 


被保険者となる月とは，職場の健康保険をやめたとき，あるいは他の市区町村から転入しで住み始めたときなどです。

回

MUS04
テキストボックス
国保と医療費生活習慣をチェックしよう

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



7/16 文楽
ふ~ さと公演盛会 。ぉ

七
月
十
六
日
ゆ、

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

身
の
吉
田
文
司
さ
ん
が
、
文
楽

「ふ
る
さ
と
勝
浦
公
演
」
に
出
演
、

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

勝
浦
町
坂
本
出

約
一
千
人
の
観

第
一
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭

(

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

・

軟

式

野

球

)

勝

浦

町

代

表

決

ま

る

文

楽

を

み
坪

国

奈
津

子

さ
ん

大
い
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
坂
本
出
身
の
吉
田

文
司
さ
ん
の

二
十
周
年
記
念
公
演
に
、
婦
人
会

本
部
役
員
の
方
た
ち
と
胸
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら

開
演
を
待

っ
た
。

主
催
者
の
挨
拶
に
続
き
、
勝
浦
高
校
民
芸
部

卒
業
生
に
よ
る
「

一
の
谷
撒
軍
記
」
が
鳴
り
物

と
浄
瑠
璃
の
本
物
の
音
曲
も
耳
に
心
地
よ
く
、

出
演
者
も
多
数
顔
見
知
り
に
思
わ
ず
身
が
前
に

乗
り
出
し
て
ゆ
く
。
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
観
客
も

み
ら
れ
会
場
も
盛
り
上
が

っ
て
ゆ
く
よ
う
だ
。

て

は
ん
ろ
ゅ
う
し
ん
守
り

次
は
、
お
馴
染
み
の
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
で

吉
田
文
吾
師
匠
の
伴
内
と
文
司
さ
ん
の
勘
平
で

人
形
の
使
い
手
の
豊
か
な
表
情
と
動
作
の
軽
妙

さ
、
浄
瑠
璃
の
語
り
口
も
伝
統
の
・中
に
も
現
代

に
通
じ
る
ア
レ
ン
ジ
が
み
ら
れ
て
、
後
の
「
因

子
売
」
の
派
手
さ
と
と
も
に
、
「
さ
す
が
は
グ
」と

こ
ち
ら
ま
で
舞
台
の
人
と

一
緒
に
そ
の
人
物
に
な

り
き

っ
た
よ
う
な
錯
覚
に
落
ち
入

っ
た
。

三
番
目
の
出
し
物
は
、
い
よ
い
よ
待

っ
て
ま

し
た
地
元
勝
浦
座
の
「
玉
藻
前
旭
挟
」
で
あ
る
。

座
員
の
方
た
ち
は
、
各
々
が
忙
し
い
仕
事
の
合

間
に
、
伝
統
あ
る
文
楽
を
守
ろ
う
と
大
変
な
努

力
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
文
司
さ
ん
か
ら
倉

橋
春

一
さ
ん
に
感
謝
の
花
束
が
贈
ら
れ
た
と
き
、

「
隣
り
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
よ
か

っ
た
な
」
と
心

の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。

次
の

二
十
五
周
年
、

三
十
周
年
を
楽
し
み
に

待

っ
て
い
る
私
で
あ
る
。

リ
バ
ー
ス
よ
|
|
星

谷

リ

ハ

�

 

〈社年の部〉 〈青年の部〉 会� (家庭婦人の部)(実年の部)(悼の部)

r
l

ふ
る
さ
と
勝
浦
公
演
を
観
て

神

子

子

さ
ん

久
し
振
り
に
文
楽
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
子

供
の
こ
ろ
、
時
々
家
の
近
く
の
撰
果
場
で
見
た
こ

と
が
あ
る
。
巡
礼
お
鶴
の
「
し
て
カ
カ
さ
ん
の

名
は
」
「
ア
マ
ア
イ
お
弓
と
申
し
ま
す
」
と
言
う
大

夫
の
声
が
耳
の
底
に
残
っ
て
い
る
。

プ
ロ
の
文
楽
を
見
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

足
は
十
年
、
手
は
十
五
年
の
修
業
を
し
な
く
て

は

一
人
前
に
な
れ
な
い
と
聞
く
。
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
訓
練
に
訓
練
を
重
ね
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
ま
る
で
自
分
の
手
足
み
た
い
に
デ
コ
人
形

が
動
く
。

い
や
そ
れ
以
上
に
指
先
の
繊
細
な
動

き
が
�
 
:
:
:
何
と
表
現
す
れ
ば
い
い
の
か
分
ら
な

い
程
で
あ
る
。
頭
も
し
か
り
、
足
の
動
き
は
・

実
に
す
ば
ら
し
い
。
動
き
全
体
が
線
を
え
が
い

て
い
る
よ
う
に
美
し
い
。
こ
っ
け
い
な
仕
種
は

子
供
た
ち
に
も
分
る
の
か
、
面
白
そ
う
な
子
供

横
瀬

た
ち
の
笑
い
声
が
は
じ
け
る
。
夫
婦
の
息
の
合

っ
た
「
団
子
売
」
の
仕
種
は
本
当
に
ほ
ほ
え
ま


し
い
限
り
だ
。


ど
ん
な
動
き
に
も
セ
ン
ス
が
あ
る
。
大
夫
さ


ん
は
マ
イ
ク
な
し
で
顔
中
口
だ
�
 
勺
け
に
し
て
語


h 和

る
。
最
後
の
「
団
子
売
」
の
時
な
ど
大
夫
三
 

名、

三
味
線
三
名
と
す
ご
い
迫
力
で
あ
る
。

い

四


つ
の
聞
に
か
デ
コ
人
形
の
世
界
に
入
っ
て
し
ま

却

っ
て
い
た
。
大
拍
手
の
中
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
。
却

も

っ
と
も

っ
と
見
て
い
た
い
気
が
し
た
。
と
て

w聞

も
感
動
し
た
夏
の
夜
で
あ

っ
た。

明 問

中
ハ
月
十
六
日
か
ら
七
月
十
八
日
ま

聞

で
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町

間

予
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日

参
加
チ
�
 ム
と
代
表
が
次
の
と
お

明

り
決
定
。
八
月
下
旬
に
ソ
フ
ト
ボ

ル
は
勝
浦
町
で
、
軟
式
野
球
は
上
勝

町
町
で
郡
予
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

日

町
代
表
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
が
ん

由
ば

っ
て
く
だ
さ

い
。

四

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

山

部
日
の

く
い
だ
お
れ

時

年
晶
成

星

谷

�

 

m

l

l
 

A

。

シ
」
品
�
 

。
。

。

。


。
 C 生
比
奈
�
 

生
比
奈

式
野
球

球
友
ク
ラ
ブ

石

原

棚

野

生 名

ハ
リ
ケ
ー
ン

星谷A

魚
良
・

中
山
ク
ラ
ブ

民

拘

ぺ

沼

目

'z

l

h

w

v

 A
 

土
地
及
び
家
屋
に

係
る
固
定
資
産
税
は
、

毎
年

一
月

一
日
現
在

の
所
有
者
ま
た
は

使
用
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

正
し
い
課
税
が
な

さ
れ
る
た
め
に
は
、

正
確
な
課
税
客
体
の

把
握
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ

勝
浦
ク

う
な
場
合
に
は
、
税
務
保
険
課
ま
で

届
出
を
し
て
く
、
だ
さ
い
。
�
 

①

土
地
の
現
況
地
目
を
変
更
し
た

②

家
屋
を
取
壊
し
た
と
き

③
家
屋
を
新
増
築
し
た
と
き

④
家
屋
を
譲
渡
し
た
と
き

⑤
納
税
義
務
者
を
変
更
し
た
と
き

届
出
用
紙
は
税
務
保
険
課
に
あ
り


ま
す印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

固定資産税に係る
届出を.4/

jヘ

一¥

て

久

内

l
Bス

ー
ー
青
荒
ク
ラ
ブ

C
よ

「
i
j

:
 
-

l

生

比

奈

A C

フ ク
フ フ

フ

野

魚
良
・く
い
だ
お
れ

止

現

百

代

肘

m
p

卜

ふ
ふ
�
 1

A
A

同
楢
�
 

、、
�
 

J
1
・

中
山
ク
ラ
ブ J

n

回

球
友
ク
ラ
ブ

星

谷
生

名

棚
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ぷ[2J
v-
大
字
棚
野

字
仮
家

大
字
生
名

字
石
垣

大
字
星
谷

E
C

堺宜
向
井

、永井

山叩

叫

害
者

m
 l
d

つ

ノ

…

宅

…

+
ヱ

wω

戸
籍
の
窓


6
月
刊
日

1
7
月
日
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

英
二
/
三
男

敬

子

¥

四

洋
仁
/
長
男

千

鶴

¥

朋

健
司
/
長
女

和

代

¥

榛

{
子
山
下

令
お
く
や
み
申
し
ま
す

夏 也 大 (敬称略)

大
字
坂
本
字
平

野

佐

藤

タ

メ

ノ

(
∞
∞
歳
)
�
 

大
字
久
国
{
子
原
倉
橋
ヨ
シ
ノ
(
別
歳
)

大
字
久
国
字
松

ノ

本

栗

本

善

一
(
犯
歳
)

大
{子
生
名
字
山

ノ

神

福

田

武

司

�

 (叫

歳
)

善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

6
月
日
日

1
7
月
日
日

新
居
、
丈
作
さ
ん
(
坂
本
)

佐
藤
啓
子
さ
ん
(
坂
本
)

田
上
フ
ミ
ノ
さ
ん
(
中
山
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
、
善
意
銀
行
に

善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
旭
住
宅
の
入
居
者
を
つ
ぎ
の
と

刊

…
勝
浦
会
館
八
月
行
事
一
�
 

8月� 1日 勝浦病 院� 2-2555 

8月� 3日 赤岩 医院�  2-2006 

8月� 5日 日芽 浦病�  F完� 2-2555 

8月⑦日 上勝診療所�  6-0302 

8月� 9日 勝浦病�  2-2555 

8月11日 山 西 医院�  2-3027 

8月13日 勝 浦病院�  2-2555 

8月15日 湯浅医院�  2-2003 

8月17日 目券 浦病院�  2-2555 

8月19日 赤岩 医 院� 2-2006 

8月⑫日 勝浦病院�  2-2555 

8月23日 上勝診療所�  6-0302 

8月25日� 1券 浦病院�  2-2555 

8月27日 山 西 医院�  2-3027 

8月29日� 1努� j甫病�  2-2555 

8月31日 湯浅医院�  2-2003 

¥
l)

 

¥J  

同
今
今
今
令
。
る
み
ゐ
ゐ
£
必
ゐ
ゐ
る
み
ら
み
る
ゐ
&
る
，
。
。
今
ゐ
ゐ
ゐ
6
6ゐ
る
&
る
£
&
&
る
6
6る
み
ゐ
6
6£
£
&
ゐ
ふ
る
必
必
ゐ
今
必
ゐ
£
ふ
£
ふ
る
る
ゐ
る
ゐ
る
み
る
ゐ
る
6
6ゐ
6
6
6£
�
 

/℃『



不用犬の
夜間救急当番表�  

4
日
附
�
 

4
日
同
�
 

5
日
幽
�
 

5
日
刷
明

日
日
例

日
日
附

日
日
同

日
日
側

四
日
也

羽
田

ω

詑
日
間

μ
日
附

お
日
附

お
日
同

幻
日

ω

泊
日
附

陶
芸
教
室

手
芸
教
室

着
付
教
室

生
花
教
室

踊
り
教
室

陶
芸
教
室

陶
芸
教
室

手
芸
教
室

着
付
教
室

大
正
琴
教
室

生
花
教
室

踊
り
教
室

陶
芸
教
室

手
芸
教
室

大
正
琴
教
室

踊
り
教
室

と相談

各
講
座
と
も
午
後

8
時
か
ら
開
講

2
E

Muv
お
り
公
募
し
ま
す
。

一
、
入
居
申
込
受
付
期
問

』
�
 

一

考
一
一
、
入
居
申
込
先

町
役
場
環
境
衛
生
諜
(
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
)

吋
�
 

三
、
入

居

資

格

間

ま
す
。
(
手
芸
教
室
、
陶
芸
教
室
は

問

午
後
7
時
初
分
か
ら
、
大
正
琴
教
室

的

は
午
後
2
時
か
ら
開
講
)
時
間
に
遅

…

れ
な
い
よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

刊

⑧⑨ 

、~"
、ー心配

平
成
六
年
八
月
一
日
聞
か
ら
平
成
六
年
八
月
十
日
附
の
間

習
字
教
室
は
休
み
ま
す
。
�
 

付
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方
、
あ
る
い
�
 
m
 

戦
没
の
人
た
ち
に

黙
と
う
を

八
月
十
五
日
は
戦
没

者
を
追
悼
し
平
和
を
祈

る
日
で
す
。
職
場
や
家

庭
で
も
正
午
か
ら
一
分

間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ

ま
し
ょ
う
。
�
 

A
7

は
�
 後
、
町
内
在
住
が
可
能
な
方
�
 

一 …吋刊的 …的吋問

l
w

口

既
婚
者
で
あ
り
、
子
供
が
い
る
方

ω

打
川

臼

収
入
が
定
め
ら
れ
た
枠
内
に
あ
る
こ
と

四
家
賃
及
び
敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有
す
る
こ
と

…

向

田
入
居
者
に
は
、
連
帯
保
証
人
二
名
を
要
す
る
こ
と

山

民

ヨ

四

、
選

考

判

じ

γ

勝
浦
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

判

↓

司

五

、

家

賃
お
よ
び
敷
金

月
額
二
六
、

0
0
0円
敷

金

家

賃

の

三

か

月

分

8 月� 15日

買い上げ日� 

犬の放し飼いは

やめましょう。

，
同
九

8月10日(水)� -日時 8 月� 5 日(創

8月24日体)
8 月� 12日倒

8 月� 19日倒

8 月� 26日 (創 

-時間 午前10時~午後� 3時� 

-内容 人権・行政・厚生・福祉

A
O

園

平日 午後� 6時か ら翌朝� 9時まで� 

時まで9寺から翌朝� 117午後休日

-場所 住民福祉センター� 2階

す

わ
ま

合

り

い

お

間
て

お

し

に

付

軽

瓜
ス
」
気
い

も

お

さ

で

'

だ

日

で

く

平

の

せ『
也

、川河
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